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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の実践的な成果は、第１に中国とロシアの国境問題解決法、「フィフティ・フィフテ
ィ（係争地をわけあう）」が、日本とロシアなど他の国境問題へ応用できるかどうかを検証し、
その可能性を具体的に提言したこと、第２に中国とロシアの国境地域の協力組織として生まれ
た上海協力機構が中央アジアのみならず、南アジアや西アジアといったユーラシア全体の広が
りのなかで発展し、日米欧との協力により、これがユーラシアの新しい秩序形成の一翼を担い
うることを検証したことにある。また本研究の理論的な成果は、第１にロシアや中国といった
多くの国と国境を共有している「国境大国」は、米国など国境によってその政策が規定される
ことの少ない大国と異なる対外指向をもつことを析出し、第２に国境ファクターに大きく規定
される中ロ関係が、そうではない米ロ関係や米中関係とは異なっており、米ロ中印などの四角
形のなかで、構成される三角形が国境を共有するかどうかで異なる機能を果たすことを実証し
たことにある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The practical results of this study is, firstly, that it proposed the applicability of the “fifty-fifty,” or the 

Sino-Russian way for resolving a disputed territory on the basis of mutual acceptance (in most cases, the 
territory is divided) to other cases such as in the dispute over the northern territories between Japan and 
Russian. Secondly, it concludes that the border cooperative body, Shanghai Cooperation Organization, 
among Russia, China and Central Asia, that has developed within the context of the wider Eurasian 
community including South/West Asia in collaboration with the US, EU and Japan could pose as a 
formation of a new order in this region. The theoretical results of this study is, firstly, that Russia and 
China --- a kind of “great border powers,” sharing borders with various neighbors --- coordinate their 
foreign relations in different ways than non-border powers such as the US. Secondly, it also features that 
the Sino-Russian relations, regulated by the borderland and its dynamics, are far from the US-Sino and 
the US-Russian relations that are not affected by the border. Finally, the study verifies how the Eurasian 
quadrangle (the US-Russia-China-India) functions differently depending on whether the 
sub-components or triangles, namely the US-Russia-China, the US-China-India and Russia-China-India, 
share a border or not. 
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１．研究開始当初の背景 
 中国とロシアの国境問題が 2004 年にすべ
て解決したことにより、中国とロシアの関係
は新たな段階にはいった。申請者は 1994 年
以来、中国とロシアの国境問題の経緯、具体
的な係争点の現地調査、各時期の争点の考証、
交渉の流れ、そして解決に至るプロセスなど
を追跡してきたが、その成果をまとめたこと
で、分析成果の他地域への応用可能性を検証
すべきという問題意識を得た。中国とロシア
に隣接するユーラシアの地域との連関のな
かでこの作業を進めるために、本研究に申請
し、採択された。 
 
２．研究の目的 
中国とロシアにかかわる国境問題及び地

域についての分析成果を、ユーラシアという
広がりのなかにおくことで、国際関係を論じ
る際の新たなパラダイムを構築しうるので
はないか、さらにはその成果を中央アジア、
南アジア、日本などの隣接地域の国境問題解
決のために適用しうるのではないか、ユーラ
シアの国境を材料として、理論と実践の双方
において、旧来の議論を乗り越えることを目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 最終解決を導いた中国とロシアの国境交
渉のプロセスのフォーマットを抽出すると
ともに、それが解決したことにより国境地域
そのものがどのように変貌したかを検証し
た。さらにはそのフォーマットを、日本とロ
シア、中国とインドなどの事例にあてはめて
議論するとともに、国境というプリズムを通
じて、ユーラシアそのものの全体像を新たな
秩序形成のなかで再構成するアプローチを
とった。 
 
４．研究成果 
 実践的成果としては、中国とロシアのみな
らず、中国と中央アジア、ベトナムなどの国
境問題解決方式として「フィフティ・フィフ
ティ（係争地を分けあうことで解決）」が用
いられたこと、そしてこれがユーラシア全体
に広がりつつあることを析出し、日本とロシ
アの北方領土問題などへの適用にかかわる
提言を行うとともに、他のユーラシア地域の
なかでこの方式がさらに発展する可能性が
あることを示唆した。とくにユーラシアで注
目されている上海協力機構が、この国境をキ

ーワードとした地域機構であるとともに、こ
れに日米欧などが関わることでユーラシア
全体の秩序の安定と新たな発展の道筋が生
まれることを明らかにした。 
 理論的成果としては、いまだ「バランス・
オブ・パワー」に依拠しがちな国際政治の現
状分析指向に対して、ユーラシアという国境
問題の存在に規定される地域においては、こ
れが必ずしも機能しないことを実証し、国境
大国たるロシアと中国の対外政策における
国境ファクターの重要性を検証した。さらに、
国境ファクターに左右されるような中ロ関
係や、国境ファクターに無縁な米国やインド
の関係などの質の違いを明確にし、米ロ中印
の四角形、及びそのなかで機能する米ロ中、
米中印、中ロ印などの三角形の構造とダイナ
ミズムを描写した。この四角・三角の議論は
日本やパキスタンなど、国境ファクターが変
数として位置づけられる諸国にも応用モデ
ルをつくることで拡大した。 
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